
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題例 大問 2（カ）資料の整理・平均値 

【入試対策】 
中１～３の学習内容において教科書レベルの例題や練習問題は確実に解けるようにしていこう！ま

た、数値が多少扱いづらく（分数や小数）なっても的確に解答を導き出す計算力向上も「Math 

Marathon」を通じ養っていこう！今後も出題の多様化が予想されるので、他府県入試の応用問題にも
数多く触れ、「総合的な数学の力」を入試までに身につけよう！ 

出題例 大問６ 空間図形 

【主な特徴】 

①大問数は例年通り７題だが、出題傾向に

変化が見られ、難化と言えるであろう。 

②問題により難易度の差が激しい。 

③証明問題は「完全証明」ではなく、穴埋

め式に変更。ラストの求角問題も復活。 

【出題形式】 
問１：計算問題(マークシート・5問) 
いきなりの選択問題(マークシート)で戸惑い

があったかもしれないが、どれも基本的な計算問

題。ここは満点が絶対条件。 

問２：小問集合(マークシート・6問) 
様々な分野からの出題。総合的な知識の確認問

題。(カ)では今年は「資料の整理・平均値」から

の出題。 

問３：平面図形・文字式(記述・2問)  
(ア)の難易度が高い。それに対して(イ)は簡単

すぎて、そのギャップに戸惑いを感じるかも。 

/////// ここまでで 49点分の配点 /////// 

問４：関数(マークシート・3問) 
(ア)(イ)は基本的な問題。だが(イ)で 2点間の

中点の求め方などしっかりと頭に入れていない

と取りこぼす。(ウ)は難易度高。 

問５：確率(マークシート・1問／記述・1問) 
3年連続「サイコロ 2個」の確率問題。が、ル

ールが難解で数学の力だけでなく、ルールを理解

する読解力がいつも以上に必要であった。 

問６：空間図形(マークシート・2問／記述・1問) 
(ア)(イ)の問題の出題形式は過去のものと大

きく変化はなくオーソドックスで難易度は低い。

しかし(ウ)は一気にハードルが上がって難しい

問題と言える。 

問７：相似の証明(記述・3問)★新傾向★ 
「完全証明」から「穴埋め」に変更。証明の本

文が長く理解しづらい。「完全証明」で練習を重

ねてきた人にとっては逆に解きづらいか。 

出題例 大問 3（ア）平面図形 


